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ＳＬＥ塾の３年計画

基本コンセプト

日本の知恵を世界へ

実現手段

論理的に明快な「文書」で表現する

０６年度
セミナー「世界に
通用する特許
仕様書を作ろう」

・
英文特許仕様書
作成“改善”
マニュアル

０７年度
明快な

「発明仕様書」を
日本語で
作成する

０８年度（構想）
技術を表現する
日本語文章の
標準マニュアルを
作り上げる

昨年、０６年２月から、ＳＬＥ（School of Logical Expression）塾を、前半は毎週、後半
は隔週で開催してきました。並行して、１月から隔月で計５回、「世界に通用する特
許仕様書を作ろう」というタイトルで、無料セミナーを実施して来ました。

この二つの成果を盛り込んで、「英文特許仕様書（明細書）作成“改善”マニュアル」
を作成し、今月４月１日に発刊しました。これによって、海外に出願する特許仕様書
をどのように作成すべきかについて、その基本はまとめる事ができたと思います。

本年度（０７年度）は、この「改善マニュアル」を受けて、さらに一歩踏み込んで、知
的財産の専門家の手に渡る前の「発明仕様書」を、どのように作成すべきかに取り
組みたいと考えています。この仕様書の品質が、特許仕様書（明細書）として仕上
げられる文書の品質を、左右することになると考えて、挑戦します。

来年度（０８年度）は、技術を、日本語文章で論理的にかつ明快に表現するための、
基本的な指南書作りに挑戦したいと考えています。たいへん高度な目標ですから、
どこまで到達できるか、今のところまったく分かりませんが、日本の知恵を世界に伝
えるためには、どうしても確立しておきたい仕事と考えています。
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「英文特許仕様書作成“改善”マニュアル」
を土台にして

英文特許仕様書
（明細書）作成
“改善”
マニュアル

英語文章を参考にしながら

日本語文章を、論理的に
かつ明快に書く力をつける
－文章の互換性成立を

目指して－

米国特許仕様書を大量に
読むことで

論理的に文書を編成する
力をつける

－文書の互換性成立を
目指して－

「英文特許仕様書（「明細書）作成“改善”マニュアル」は、日本から海外（主に
米国向け）に出願されている特許仕様書の現状を分析し、その問題点となぜ
そのような状況になっているのかを明らかにしています。さらに、どのように改
善すべきかの提案を示しています。

ここで示されている現状と対策を理解した上で、次には、論理的な文書編成と
論理的な文章記述を、実際に身につけることに、段階を進めなければなりま
せん。それが、本年度（０７年度）のＳＬＥ塾の課題となります。

目指す文書は、技術者が作成すべき「発明の仕様書」となります。この仕様書
作成には、発明者である技術者の表現力向上だけでなく、知的財産部門の
専門家の支援と指導が必要となります。

この発明仕様書が明確に作成されていれば、それを英文に翻訳する作業は、
翻訳専門家の手に安んじて託す事ができ、また、クレームを含んでの「特許仕
様書（明細書）」に仕立てるのは、特許の専門家に任せればよいことになりま
す。

さらにいえば、発明の仕様書を明確に作成できれば、その他の仕様書や各種
のレポート作成も、同じ表現能力の上で、展開できるはずです。
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０７年度ＳＬＥ塾構成計画

英語文章で表現されている内容を
日本語文章で明快に表現する

（１）、（２）、（３）

US Patent
Specificationsを
手本にしながら

英語単文で
表現する
訓練（１１）

技術日本語
文章を書く
指南書構築
試行（１２）

大量に英文
特許仕様書を
読むための
支援道具活用
（４）、（５）

論理的に説
明していく
流れを
習得する
（６）、（７）

米国でライセンスが
稼げるぐらいの

発明仕様書を書く
（８）、（９）、（１０）

実行できるかどうか、はなはだ心もとないのですが、毎月ひとつ、上図の課題をこな
していく予定です。順序は入れ替わることもあると思われますので、あらかじめご了
承ください。できれば、毎月ひとつテキストとして発行していくことを計画しています。

テキスト発行は、教室に参加できない方のための、「通信教室」という意味でも、何と
か実現していきたいと考えています。従って、時々しか教室にこられない方も、当塾
へ参加されることを期待しています。

＊上図の番号は、１年間を１２で割った番号であり、月を示すものではありません。
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１．３Ｘ３方式で日本語文章訓練

ねらい：英語文章で表現されている内容と同じ内容を、正確に
かつ明快な日本語文章で書けるようにする

英語文章の
構造を３Ｘ３方式で
理解する

日本語文章を
３Ｘ３で記述し、誤解を
生まない明快な
文章作成を試みる

（１）
サブジェクト（主題・主体）がどのような状態にあるのかを表現する。
これは、例えば装置の説明であれば、構成要素の位置づけと、互いの関係を明
確に記述する場合に適用されます。技術を説明していく上で、もっとも多く使われ
る文章形態であり、米国企業の特許仕様書では、記述されている文章のおよそ
半分は、この形態に属していると数えることができます。

（２）
－１） サブジェクトが持つ属性を定義づける表現。
これは、例えば、各構成要素の特性を明確に規定する場合に適用されます。

－２） サブジェクトがオブジェクトに対して何をしている（働きかけている）のかを
表現する。
これは、例えば、一つの構成要素が、他の構成要素に対して、どのような機能を
果たしているのかを記述する場合に適用されます。英語は他者との関係を強く意
識する文化の中の言語であり、一方、日本語はそれとは反対の位置にいる、つま
りなるべく関係をあいまいにする文化の中の言語のため、日本語で文章を書く上
では、常に意識して明確化を図らねばならない文章形態と言えるでしょう。

（３）
一つの文章の中での、詳細説明（追加説明）の接なぎ方。
これは、文法的には修飾部の扱い方に相当します。日本語は英語が持つ便利な
接着の道具（関係代名詞や前置詞など）や方法（動詞の分詞形など）を持たず、
また細かい説明から述べていく順序のため、修飾部の扱いには細かい神経を使
う必要があります。場合によれば文章を短くして正確さを期さねばならないことに
なります。
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２．文章を分割して、その対訳を参考にしながら
英文特許仕様書をたくさん読むための支援

US
Patent

Specifications

（４）
自分のＰＣに
「翻訳ピカイチ」を

搭載し
英文を分割して
対訳を得る

（５）
翻訳ソフト

「Pat Transer」
グループウエア
システムを
活用する

海外で特許を取得し、自社製品を防衛したり、あるいはライセンス収入をはかろうと
するには、どのように発明仕様書、あるいは特許仕様書を作成すべきでしょうか。そ
の基本は、お手本となりうる（なりえない駄目なものもたくさんありますが）英文特許
仕様書を、ともかくたくさん読まねばなりません。たくさん読むことで、はじめて仕様
書という文書をどのように編成していけばよいのか、感覚が身についてきます。

ろくに読みもしないで、形式がああだこうだといっているのは、畳の上の水練と同じ
で、何の役にも立ちません。

とはいえ、多くの人にとって、多忙な中で、原文のまま大量に読むのは不可能なこと
でしょうから、支援の道具・システムを活用する事が必須の要件となるでしょう。長い
文章は分割して翻訳させれば、既存の翻訳ソフトでも十分に役に立ちます。せっか
くの道具を活用しない手はないのです。

（４） 個人用には安い価格で翻訳ソフトが手に入ります。自分のＰＣにそのソフトを
搭載し、長い文章を分割して対訳をさせることを、習慣づけたいものです。

（５） グループで仕事をしている場合は、ネットワークのサーバーに翻訳ソフトを搭
載し、自分達の技術分野の特定用語を登録していけば、翻訳の精度はますます上
がり、同時に、他の人が行ってくれた対訳成果も閲覧できますから、グループの仕
事の効率は格段に上がるはずです。情報を共有する事がグループウエアの基本で
すから、グループで共有しながら翻訳ソフトを活用する方法を、検討していきます。
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３．文書を論理的な流れの下に構成する

事実を明確に述べる

分析結果（問題点の
摘出と課題設定）を
明確に述べる

課題解決策（対策・
改善策・企画）を
明確に述べる

改善策を展開する
やり方を具体的に

述べる

Background

Summary
of

the Invention

Embodiments

Specifications

（６）
論理的に文書を構成する（仕立て上げる）には、米国の企業・団体が作成した
Patent Specifications が良いお手本になります。

前のページ示した読解支援道具を活用して、それらの手本をたくさん読むことで、
他者に納得してもらうには、どのように文書全体を編成していけばよいのかが、具
体的に身についていきます。

（７）
さらに具体的展開の説明、すなわち発明の詳細説明をどのように展開して行けば
よいのかも、お手本で習得していく事で身について行くはずです。
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４．米国市場でライセンス料が取れるぐらいの
特許仕様書を作成する

製品を防衛
するために
特許を取得

ライセンス料を
稼ぐために
特許を取得

米国市場

日本の企業が海外で特許の取得を図るのは、先ず何よりも、その土地で製品を販
売する事業を守るためにあると思われます。

一方、米国では、自分では製品を作らず、他者からライセンス料やローヤルティ収
入を得ることを目的とした特許取得に、主たる流れは傾いているのではないかと思
われます。

（８）
この２０年、米国の特許市場は、本来の理念を離れて、紙でお金を稼ぐための市場
となっています。その実情を知らずに、日本と同じと思い込んで乗り込んで行くのは、
裸で敵陣に切り込むようなものです。実情を、ハーバード大学とブランディス大学の
教授２名が書いた「Innovation and Its Discontents」で概要を学ぶことにします。

（９）
「特許をとって億万長者になろう」というキャッチフレーズの下に、「The Patent 
Writer」と題したハウツー本があります。ライセンス料を稼ぐためにはどのように「強い
特許仕様書」を作成すべきか、その秘訣教えます、という“有り難い”本ですから、わ
れわれもその「秘訣」を学ぶことにします。

（１０）
実習をしようと思います。塾生各人は、すでに特許を取得した自社の特許明細書
（国内と海外両方で取得しているのがベター）を題材にして、他者からライセンス料
を稼げるぐらいの仕様書に書きなおす（日本語で）作業を、できれば、やりましょう。

ライセンス料が稼げるぐらいの明確な仕様書が作成できれば、自社の製品を守るた
めの強い仕様書も作る事ができると思います。
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５．英語で表現する基礎を作る

３Ｘ３方式で
英語文章の構造を
理解する

頭の中に、その単文表現の回路を構築していく

複合文を二つ以上の
単文に分解する

英語文章の構造が理解できれば、文章は楽に読めるようになります。（単語の理
解力が不足していると無理ですが）。読めれば、自分で表現する事ができるように
なっていきます。

ほとんどの文章は、一つの主語と一つの動詞とその他で成り立っている単純な構
成の「単文」が、幾つかつなぎ合わされて出来上がっています。文章の構造が分
かれば、その文章を構成している幾つかの単文に分解する事ができるようになり
ます。

（１１）

会話において、言いたいことを表現する基礎は、この単文で表現できることにあり
ます。せっかく構造を理解したのですから、一歩進んで、話せるようになりましょう。
会話能力の向上は、ＳＬＥ塾の本来の目的ではないのですが、属する部門の種
類に関わらず、実務の上で、英語での対面コミュニケーション能力の向上は重要
な課題です。会話における英語での表現力向上のためには、集めた単文を繰り
返し（声に出して）読む作業がもっとも効果があると思います。自分が担当する技
術分野の物・事を記述した単文を集めて、その短い文章を頭の中に叩き込んでく
ださい。

英語で表現することはどういうことかを体験していけば、論理的に、物・事・考えを
表現するということはどのようなことなのか、が身について行くはずです。この事が、
同時に、日本語文章で正確に、明快に記述する基礎訓練になります。誤解を招
かないように明確に記述するためには、表現すべき事項が、書き上げた幾つかの
単文のどれかに、確かに含まれているかどうかを確認していく方法も有効でしょう。
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６．技術を表現する日本語文章
その書き方の標準化を目指して

サブジェクト
（主体・主題）

属性を定義する

在り様を示す

オブジェクトに
何をしているのかを述べる

の

が

（１２）

来年度（０８年度）への橋渡しとして、技術を、日本語文章で、どれだけ正確に、
明快に表現できるかという課題に、基礎的な挑戦を行いたいと思います。

目指すところは、英語その他主要外国語と、互換性を持った日本語文章の確立
です。ここで言う互換性とは、二つの言語文章の間で、双方向に無理なく転換で
きることを意味しています。

この、互換性を持った日本語文章とはどのようなものか、が明らかになっていけば、
たとえば、日本語文章から英語文章へ、英語文章から日本語文章への転換が、
現状よりは格段に容易になり、また正確さも向上するはずです。

日本の知恵を世界に伝えるために、誰もが利用できる形で、日本語文章の書き
方の基本法則あるいは手順をまとめていきたいと思います。

とりあえず技術の分野に限っているのは、「発明」を対象としているからでもありま
すが、より広く見れば、技術というものが、世界の普遍事項の中でもっとも文化の
影響が少ないためでもあります。つまり、文章に互換性を持たせるのに、技術が
もっとも適した分野だからです。




